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藩政後期・明治前期における雄勝郡の産業構造

国安

Iはじめに

当館では．開館以来ﾘ^1ﾉ1の一地域をI没定して調介研

究を進め，展示またはその他の普及柵勤にその成果を

発炎してきた。本年度から湯沢市・雌usin;に範l川を定

めて，各部|川lによる調汽研'先を進め，ある時ﾉ5で総合

化を図ろうとするもので，終局的には総合研究をねら

うものである。

｜榊児部lmlの近世関係にとっては,-'il没地域のik木柵

造をはあくすることが先決問題である。その一つのj‘に

礎作業として産業撒造を先lりlする必喚があると考える

ものてある。

この分野の研究としては､|もⅡ1市太郎氏のﾂﾅ作’をあ

げることができる。また，兼者もそれに導かれて分析

したことがある。すなわち，平鹿伽WIll村石旧四郎兵

術家と成瀬および杵湘沢|｜の|腿l連,m勝Ill1川述村rttis

利兵衛家のli'fil'll'l流通上における地位，また，川i山村間

再|ﾉ1の殖産興業一とくに従企業-,ifllll川身のHN'ffi

|一郎の沢|｜鋤雅靖2芋であった。

これらの成果をふまえながら，新Y『料を分析し，新

い､課迦を‘没だして，雌勝#|;の産業11.',.-世の総体をはあ

くし，同時にその特蘭を浮き彫0に寸一ることが水摘の

ねらL,て．ある。

なお，標題の「雄勝郡」のfﾉi称は、取り上げるmm

がその名称であったためであ0,また,li'iiSiill;の必嬰か

ら1ﾘ"台そして総政!ﾛlの'III!にした。

さらに．妓初に取り上げる花要衝料である「雄mm

付I誰」について簡'('にふれておく。ニオIは「|ﾘ1論八年

の太政'胸.述によiiii.mm.州城,feu,祷榊f沿Yr

竿四｜･上項||に面って湖介し絵図を派(､11て報済-する

ように命［られたものである。」：’とあ'),Iﾘl論政l〃

が地Ill改Ilの時','.;で'だ伽I_たｲ引里I的tMﾉﾉ,淵介と吟え
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らｵ'る。リillﾉjで|司頬のものとLて確認できるものは，

「Ill利郁・村1篭」および「I糊秋旧郡・村I誰」・「河辺

祁・村,誰」の一部である’)。雄勝郡の場合は「秋Ill県

雄usm;,碓余」一巻と「秋Ill県雄勝川井､I,誰巻之一か

ら巻と六」5ﾉの!;'七巻である。これは塊七大低地II,改

I｢総代人や礎垂指導背として知られる雌勝郡三又付

（稲川町Ii兇木地六が細雌したもので.Jillは，棚お

よび村m叉l・肌および村橘・所屈・州城・'隅員・竹m

沿｢W.I|』職・地勢・地味・税地・字地・貢fII-戸数．

人散・牛馬・川・道路・社・寺・学校.HIl村会処・郵

仙1吋・幣察料・古跡・物I'if・雌業の2()について記ilkし

ている。成立イド代についてのくるとfﾘJ/f(15ｲドIS

82）に「調11;御閲i覚ヲIiI1iフノ文」6をイill!県令に提出

I.H16年1883:-にイ,IIIW令の序文がある。また、

,淵在年代については，｜ﾘ1桁8年(1875・'可9年・M

1(1イド・|nll2'r-(1879)・HlS'l-"-(1885)物旅7)と項I

によって異なる。従って雌終成立年代はlﾘl治18年とL、

うことになる。

Ⅱ雄勝郡旧親郷別・旧村別地目面積

Iliiにのべたよ‘うに「村i誰」六巻あるが，ほぼ旧親郷

を一巻としている。しかし．「巻の六」はIll西馬I'f内

lilj郷とmiii測郷をまとめているので，以下の表はそｵ’

に従った。また、Ill湯沢ﾒmの多くは「を,と一」に人

,|【ているか．｜乳''1.上側・卜1慨lの3か村は「を之四」

に収録してL、る。’'1籾郷別の原IIﾘに立って，上記3か

村を挑沢81郷に移した。

館l炎は「lﾘj括9ｲ「(1876;秋inﾘIULII別liiift'h*

であるが，’''111'145.5％・’'1林原野等47.6%てあって，

後門･がr；「上I'ilる比率を,応Lている。縮2炎で「Ia年

雄||洲|;地||別mmを入落)と，リ,↓に対する｣t率でI.iいの

－1－
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第1表｜ﾘ1桁9'*(1876'fillll',ﾘ世II別inifu 第2表1ﾘl締9年（1876）雄勝#|;地'1別Illil'u

､

ノ

※品に塩川,III林にI-U.体に竹林を入れて蝶計した。
※「|||秋IIU',1-'妃輔4fflfjP226～P229

※｢秋lilt','.-雄勝郁誌余」
I型安寛「雄勝郡成mmnの維済HiI造_」
（｢秋Ill地ﾉﾉﾘｭ諭雌｣11『収’

1《内(76.6%)-l叫馬(VlﾉHiSilul(73.6%)-Mm.1%)

と，郡の東IﾉqのIlll川及びIll麓地域である。

ついで鋪5表～10炎は雄勝in;iii親郷別各I-､lの地11y,¥¥

Ifll積である。館4炎の例に従い鮒11炎～13炎をゑよ‘う。

mvmⅡﾘII.､'4内規郷で11畠の比率のI舟いのは熊澗I(82

．4％）でf!l!1部とMじI渡である。逆にIl林原野のI'.'i

い付は他7か村で，50％以上である。とくに珊此1

（88.4％）・狐14|ﾉ1（84.5％）は,聞い比卒を,I：してい

る。旧fIii)姪細郷では,III)高のl('.']い付は三又(88.8%'

・ノ《|"|(86.6%)・八11)1・入倉・川迎・三I'lの各村で

ある。Il林原野の比率の高い村は，東編､'P(87.9%

・戸波（82.5%)-mm(8o.s%)・）|llnl・宮||｜・iIili

群が50％以'二になっている。鋪12炎のmmm親郷でIll

,';,の比率のmい卜Iは,mm・'1,ﾘfの2か村で．共に50%

台で決して,Wiい比率とはいえない。また,III林原野の

it率のmm､Ill.l>村(82.4%)を筆頭に12か付が50%

以上である。また.Ill湯沢親郷でmmの比率の商い卜I

は，淵沢を除L､て11かf､I7j>50%W.I三であって，とくに

金行（96.2％）・lJIllll（93.()％）八|傭（9().9％）・隊

（90.4％）・倉|ﾉ1（88.1％）・一JMri(86.3%が,;;,

く，、l-ll'f付がﾉ<部分といってよい。mmmmて商L,の

は防沢（66.8%imrのゑである。第13炎のmmmm

は，「未定地Ill．，Ii1,）」と「Ka」である。M凹!f

畠については，項を改めて碁察LたL,。また，｜||畠

36.3％・’111:k原Wf等58.7%で後名が22.4%と火きく上

i":る比率を,j〈している。このことからゑて，雄勝|柵は

lll林原野等の比率の商い地域である。第3炎は「雄勝

iti;iii税郷別地11ini積」である。勝|意の考察を加えると

ま_r.雌勝祁全休に対する比率は.Illは|ﾉW馬（'¥ﾉ1前郷

IlllⅡ親郷26.1%);ﾉ叩馬青内州"isw(20.0%)

がrtい方である。畠は稲|唾刺郷'30.3%)七地は稲

l螺m(20.8%)-Iﾉuiii'l)はりII､riﾉ1規郷(44.9%)

怖唯剃郷42.0%)であって両昔で約87%をしめる縄

Mい比率である。Uj換,',',の場合，枇川|蝿郷(89.4%

でﾉ《部ｹ>をしめる。またIll林ではIノmmﾉ1｣1''''1|籾郷

（40.9％）・棚｣＃{慨郷（19．1％）・リ11,ド|ﾉ1税郷18．7

％）が冊.Ijいﾉﾉである。mmmﾉq賜斤|ﾉ1imMli(26.6

％）・榊峰m(22.3%)・リⅡ､ド|ﾉ1親I!|!(20.4%)か

,｛‘JjL,ﾉｱである。つぎに苑4炎は雌'Hvin;旧親郷別のmm

.’||林原Ifの比率を抽川Lたものである。こ,Hによっ

て塩要地IIの雄がlﾘl雌となる。illlにのべたように，雌

勝Iii)はin,';',のit率が低いが，その+にあってI叩lbTriﾉj

mm(67.7％）・湯沢56.8%は商い比率を,(すIB

親郷地域である。逆に|||林・原ﾘ1:のhMBii郷は，jⅡ
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藤政後lUl・Iﾘ胎前Ⅲ|におけ-る雌勝肌の施業榊造

第3表lﾘl論9年(1876)f(ti;iiiiWi;y')JUiiii(iifii

※「秋illﾘi.雄勝ilDM誌を,と一～巻と六」

lﾉ1前郷・IlIlⅡ親郷で川r.¥の比率の商い卜|は，イi塚・’'’

Ill．樫|肺lを除く13か村あって,60%以’二をLめる。と

くに貝沢（95.0％）・亦総（92.5％）・r,i;iii'92.3%

・烏|Ⅱ新Ill'90.4%で椛塚・尚尼lIl・深jill.ifda.

杉宮の符村は80％台をしめる。二二も1えlif-付の色彩が

師めて強し。また，｜||林原Ifが50%1ｿ､上の付は,ililll

・イi塚(80.4%)であって，イi塚村のAがmwiであ

る。111!ノリ蝿バー|ﾉ州m籾郷でIll,'別の比率がI'ii'lいけは.M

lﾉ1（71.8％）の理である。他は|||林原!即の比率が5()％

ﾘ､上で，とくに，排体（87.6％）・鹿|ﾉ1（85.5％）・

飯沢（84.6％）・ノ〈沢(84.1%;がIlj<，このiiimi;

地域はIll村ﾉ.'である。

ける雄勝
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’
※輔3炎より作製

低く、逆に大tt(t26.2%と比ネがI奇L,。

作物の金祁比は，ノ|皇糸・紫たばこ・企

であるが,mmに比鮫して1t率か商い。

また，特有農

m'然染のlllII

つぎに''1年の
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第5表明治9年'1876雄勝榔旧狙､l4lﾉ1税郷各村地11別mm

※「雄勝郡村誌を之三」

等6表明治9年'1876雄勝郡旧稲庭親郷各村地11別1lll積
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藩政後期・Iﾘ]治前期における雄勝郡の産業構造

第13表雄勝|Ⅲ旧親郷別行村Ⅱ1畠・’'1林原野比率

※第9表よ0作製

※第10表より作製

第14表郡別農産調（明淵10年）

※|ﾘl治10年「全国農産炎」による※金額比

第15表特有鯉作物調〈|ﾘ!f&10年）
生巌比は生糸（58.6％）が一位・隙

m;名ノk糸隙菜企麻蛎たばこ

ft1118.033.1'15.440.2,16.5

11'I辺0．3'4.76．11．7

ill本0.6i19.60．815．70．5

(Ill北9．7I7.020.617．44.0

平鹿22．816．424．92．410．5

雌勝58．619．132222．668．4

葉（19.1％）三位・企（32.2％）一

位・麻（22.6％）二位･蕊たばこ(68

．4％）一位である。従って，雄勝in;

の特有農作物は養企と葉たばこがf

1),l的にゑて地位が高いといえる。

つぎに第16炎の明治18年',1885;
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「雄勝祁IIIW郷別主要物産調」で主 ※IﾘI;n10年「flI〔|腿産表」による※ﾉ|引唯吐比

要物産の地域的特性を象よう。「′|を ○輔14．15炎は､Nil市太郎氏「秋IB藩における在方I淵業の研」

糸」は，俄恥（27.6）・稲I廷（21.3）・狐14門（19.8.4%)を加えると94.1%となり，郡の東部3in税郷地

％）で郁|ﾉ1の68.7％をしめ，こオ(に湯沢(12.0)を加」攻で大部分をﾉ|ﾐ産することになる。「頁｣は；11.半内46

えると80.7％となる。すなｵつち，川の東部地域か主生、8％）で､|&数近くをしめ，枇助11(34.0%;で,m者！;|・

巌地といえる。「真綿」は拙堀（46.4％）・紡沢（3280.8％となる。さらに，稲庭(18.0%)を"Ⅱえると99

.1%で郡の78.5%をしめる。「乗雌」ば仙幼li(52.9.8%の殆んどをこれまた東部3III親郷地域でﾉ|を産する。

％）で他|日親郷地域の中でl旧親洲地域で半数をニえ「茶」は揚沢（49.3％）で郡の､卜数近くをしめ，つい

る比率をもっている。「雌熊」は稲I唾（59.0％）・jIlで|ﾉtifiwvlﾉ1前郷・Hllll(29.2%),横恥(21.5%iで

1〈|人J(20.7%)で1冊の79.7%をしめ，こｵlに枇叩li(14あって，この3in剃郷で全部をﾉ|燕する。「m糸」は，

－9－
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11=1安寛

第16表明論18年(1885)m勝郡Ill親郷別主要物雌調

※「秋lⅡ鼎雌勝郁付誌を之一～巻六」

第17表明端18年1885雄勝祁II1511､ド内税郷主喫物産調

※「雄iimw,龍巻之三」○状袋一その他に雪2,000枚OjII､ド|ﾉ1－その他に蕨根粉251T,ffiffSOO髄。

雌の比率をもっていることを指摘しておきたい。

つぎに|ⅡﾎM郷|ﾉ1の卜､l々 の主要物産についてゑよう。

助'ﾘ17炎はIﾘlif;18年'1885;IIIﾘli,I'-内親郷|ﾉ18か村のr

喫物雌である。「'k糸」は川「．'ﾉ1；42.3％）・狐､|flﾉ1

（20.3％）・状袋(12.7)の3か村で､!伸M郷の87.2%

をしめる。「1，〔綿」はinr-iﾉ1（35.6％）・リⅡ､'2内30

.1％）・状袋15.1%)の3か村で80.7%をしめる。

「乗葉」は111r-iﾉ4(4:1.2%)・イII,,|も内（17.7％）・'fW

)i-|li112.1%)・f#)l|(10.6%)の4か+､|で81.6%を

しめる。「難聴」はillf内(27.4%・f/fHI25.8%

．W井川（24.1%の3か村で88.6%をしめる｡｢其」

稲|唾（38.8％）・西馬斤内・iLllll(37.7%)l.f.楢で76

．5％となo,これに棚｣1li(13.3%,)を"IIえると,89.8

％のﾉ<部分がこの3地域で′|乱産さオlることになる｡｢炭」

は枇州（52.2％）が12数をこえ，外にIﾉ.鴨箭|ﾉ|i:l!ii"l

（23.9％）・陥)(22.1%)で，この3111親郷地域で

殆んど生産する。さきに特有農作物の全ﾘI_における雌

勝部の生旅比率の高さを指摘したか，川内が､Iえ均的に

l','ﾉjいのではなく，その'I'で然差があることが､ド11'ﾘlした。

つまり，‐1瓦‘典物雌が特定地域に雌'I'している伽|ｲﾘのあ

ること，とくに東部地域が際立っていること,*でも

|||枇加陳M郷地域はどの主嬰物産でもilk問かまたは尚水

－10－
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椛政後I'll.1ﾘDroiij期における雄k,I;;;の産業柵造

第18表寛政11年'1799-T;ill家に対する現物剛11は川-]乙内（44.0％）・

椿川(37.1%)・↑;-)i--

川（9．8％）の3か村

で90.9％をしめる｡｢1杯

糸」はill子内(95.4%)

lか村て殆んどをしめ

る。「炭」はⅢ子|ﾒ1

'51.6%岩井川38

.1％）の2か村で89.7

％をしめる。また,「そ

の他」で特色ある物雌

は荻袋の「雪囲簾J

2,000枚は祁内でこの村

のみで製造されている。

なお，「養企」およ

び「食」について滞政

|]寺代の状況をゑると，

第18炎は寛政11年17

99)mm村fillil'M郎兵

衛家に対する現物¥'f-川

を,涙したもので､あるが

「真綿」は成瀬沢||の

狐半|ﾉ1・吉野～下倉で

終る。「食」は成瀬沢

'1の余域にわたるが，

手倉より奥沢Ⅱで46.3

％をしめている。また

ifllII川身のIll中新十郎

も天保期に「千八I'l'l'l-

齢と内六百軒（院lﾉ1・

湯沢・期Ⅱ1．機手・稲

庭一筆苫）は侍奥津|｜

にil陰気強キ候故企は

出来不'I'候右之内恥Ill

之津'1怖皇津|｜と'I'候

処は家数百五拾軒（下

倉・怖台亭:保140i|n--

筆苫）位ｲﾁ之't'候此処

は頁名蛎と出所に伽nr

候」9とあって,-(illl

家の現物W州とiiohri ※「ﾉ<冊1膿」による。※「秋|ⅡII山近I"細下」P103
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地域

増｜|｜

在郷（､'た地）

猿、|《内

吉野～鮎ノ沢

下lII～111r-ii

雌川～肴沢

岩ル川～人道森

手 倉

時台

五'I!台

谷地･犬郷

人WIl・v:ノ台

菅ノ台

ftIII台

I;|・

卿:川

i'S

４
８
９
５
１
０
８
４
５
２
，
〕
８
６
１

１
１
１
３
１
２
２
１

183

米・人。小豆

俵

４
３
５
０
５
８
０
１
５

９
１
４
７
。

１
９

［
ｊ

豆

豆
豆
小
豆

米
大
米
人
米
人
米
小
米

９
３
１

一
見
豆

米
ｉ
（
人

米120(〕、5
人'｣、豆56

ﾉi数

３
１
２
２
１
４
３
１
１
４
２
１

1

24

11

良

斤

643(）

'330

6546

1650

6263

7550

15()(）

90(）

3070

:;i2o

2100

:,.,

41359

j「数

６
８
６
９
５
４
５
３
２
９
６
１

１

２
２
ワ
】
１

144

真綿

虹

8379

3947

5769

2760

10498

1905

33258

戸数

へ
．
〈
０
ヘ
○
Ｆ
Ｄ
〔
Ｉ
Ｆ
○

１

１

１

59

その他

しば

枚211川

能31俵

水498本

戸数

１
１

０
１

1

地域

坪1川

ｲl弓郷(､1と地)

猿、'4内

吉肝～湯ノ沢

下Ill～mriﾉ､l

雄川～行沢

器仲川～人道森

手 倉

時台

五'I!ft

谷地･尺郷

人柵II.w.ノ台

昔ノ台

構｜|’台

::l

喉･人･小',/,

1m"iえ均

５
３
６
０
５
２
３
１
５

２
５
１

６
７
２
２
．７

１

・
肌
．
ｕ
一
弘
・
仏
“
ｕ
一
Ｍ

米
人
米
‐
人
米
人
米
小
米
米
‐
人
人

J、】_,ﾛ』.
jlXII1」

170

30(）

雌低

励
乙
句
Ｉ

良

li'､'た均

4()2

1,;,:

252

183

251

315

3()0

3()(）

256

347

117

9()0

287jl

日【万､~

収If,」

1220

300

700

35(〕

70(）

760

55(）

30(）

550

600

800

9()(）

岐低

20

10(）

150

50

100

50

10(1

300

150

20

2()0

90(）

典 綿

1戸平均

５
８
４
２
８
８

４
５
４
５
１
１

６
６
４
５
６
３

564匁

妓尚

11M-

111

200

1I'l
020

685

980

1H
375

570

デ
昨
踊

ん
冊
陛

目
収

200

162

218

210

197

210



国安寛

第19表lﾘ]治18年(1885)雄勝郡旧稲庭籾郷主要物産調

※「雄勝郡村誌巻之二」より
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測
八面

東福寺

大門

三又

大倉

戸波

大館

川連

三梨

宮Ill

飯川

稲庭

川向

像，等

計

生糸
Ｒ
％

37

5．7

56．4

8．9

6

0．9

29．5

4．6

13.3

2.1

10.2

1．6

50

7．9

118

18．6

96

15.1

8．5

1．3

8

1．3

83

13．1

47．8

反
Ｊ

ワ
ー

72

11.3

635,7

99．9

真綿
n
％

8

8．4

1ワ
エ色

12．6

1

1．1

5．750

6．0

4．5

4．7

23．5

24．6

6，5

6．8

3

3．1

10

1().5

10．3

1()_8

11

11．5

95．55

100.1

桑葉
質
％

7，680

4．9

12,000

7．6

660

0．4

5.570

3．5

2.500

1．6

650

0.4

5,500

3．5

28，5()(〕

18.1

4(),()00

25．4

3,500

2．2

3,()00

1．9

171,00

10．9

9,500

6．0

21,200

13．5

157,3(10

99．9

葉藍 I'D
％

3,500

19－8

1,2()0

6.8

350

2.0

871

4．9

25(）

1．4

1,20(）

6.8

300

1
弓
Ｉ

1.200

6.8

3．0()0

17．0

55(）

3．1

1，200

6.8

3，550

20．1

500

2.8

17，671

1()(）

頁
斤

％

1.200

3．0

2，500

6．3

13.001!

33.(〕

5，750

14．6

17,000

43.1

39，450

100

椿
質
％

807

19．3

300

ワ
』

７
－

150

3．6

1．300

31.2

1．200

28．8

400

9．6

12.800

0．3

4169.8

100

半紙'》

12.000

32．4

10．0()(）

27.(）

10.000

27．0

5.0()0

13.5

37.()()(）

99．9

張
％
薪

500

9．5

250

4．8

1.500

28．6

2.500

47．6

500

9．5

5.250

l()(）

隙
11#
分土L

オミ0／
／0

一
Ｊ5

13．8

ワ
グ
ー

ｑ
ｌ
上

ワク
レロー

(）

コワ
L〃■1

(1(1

36.7

8

5.1

50

Ｆ
、
〕

【
Ｊ
０

ｎ
／
』

0

11,c

45

1()(）

干餓
1'

％

30(）

1(10

300

l()(）

鴬頚
枚
％

4．500

42－9

1()()(）

9.5

50()0

47.6

10.500

10(）

漆器
1M

％

150

8．7

1．000

58,1

450

26．2

IL'i

7.0

1．72(）

100

その他

木綿200反

羅葡35000本

菜疏500ri
串柿2500述
漬柿70俵

蚕種75()枚
茶7質50011,
垂1300()枚

策340()枚

'1,麦100d

荏4()ｲﾏ

賀多久利粉30礎

炭20000n

茸類160(11",紫蕨:s,,ri
駿粉isn.木羽10万枚，
I推茸51't,水漆ion.
炭10万Ft,椀水1500挺

紫蕨SOdl'l,"側蕨紛10ｲi
5斗醤500挺ﾉk茸700徹
祷蓮520枚,炭3万r.T-n



桁政後期・Iﾘjifniiiilにおけ-る雄勝m;の旅業|隙造

|･郎の見解がほぼ一致する｡すなわち，産正と良のﾉ13産地

城が異なる二と,また,第17/之を重ねてjz夫てもそのことが

符合する｡第17炎に魔って考えると，Ⅱ|]'1雛､lはいずれの

主要物産でも第一位の生産比率を示していることかｵﾌかる。

つぎに第19炎によってlllfiiT延親郷|ﾉ114か村のiう嘆物

I潅を象よう。「生糸」は川述18．6%・三梨13.5

％）・稲庭13.1%)・mm(11.3%,の4か村で当

親郷の58,1%をしめる。「真綿」は川j山（24.6％）・

東陥寺（12.6％）・畠惇,11.5%・Ill向'10.8%

・陥庭(10.5%;の5か村で60.0%をしめる｡｢乗葉」

は三梨（25.4％）・川述（18．1％）・l1iI,竿（13.5％）

・稲庭(10．9%の4か村で67.9%をしめる｡「紫慌」

は稲1通（2().1％）・八IrIi（19．8％）・三梨(17.0%)

の3か村で56.9％をしめる。以上のk企関係と碓聴の

比率の特色は，’'1狙､ド内糊郷の川子|ﾉ1にゑらjlる縦中

性がなく，3～5か村で50％～60％といった分散性を

示している。つぎに「莫」は畠等（43.1％）・稲庭33

．0％）・川i"i(14.6%:の3か村で90.7%をしめる。

「緒」はilDdl(31.2%)・三梨'28.8%)東陥､V'19

．3％）の3か付で79.3％をしめる。「r-紙」は東佃寺

（32.4％）・111連（27.0％）・三梨（27.0％）・稲庭

13.5%の3か村で72.9%をしめる。「緋」は川Ii'l

（47.6％）・榊進（28.6％）2か村で76.2％をしめる。

「麻糸」は三梨（36.7％）・川|Al（27.5％）・東隔寺

(13.8%'の3か村で78.0%をしめる。r¥'&!i純」は

稲ルエ100％であって現〈'鷺と変らなL､。「蓑航」は飯||｜

（47.6％）・戸波（42.9％）・宮HI(9．5%;の3か

村で100％であるが，リ&ｲEにリ|き継がれているのは戸

波の入であるので，この‘'Iiも興味深い。「漆冊」は大

m'58.i%・川述（26.2％）・三梨(7．0%の3

か付で100%である。「その他」では，「木綿」は

三又の200反で雄lln'l)ではこの村のみがﾉt廠地である。

「亜種」は川述750枚て部内では湯沢・杉沢新処と3

か所である。「策」は三梨3400枚で郡|ﾉ-11か所である。

|‘1嫌なことは,m多久利粉」稲庭:->(>肘・「水判」川

I")10万枚．「椀木」川I"11500挺・「納」畠竿50(1挺・

「'i息1罵延」は/i',̂ 520ft-「水漆」は川i'.]ion;もそれぞ

れⅢ;内においてlか村のJz魚の生I潅地である。また,「頁」

は川R(64.5%;・畠茅（22.6％）・稲庭12.1%

の3か村で99.2％の大部分を生産する。以上のように

主要物産の「真」以下は唯中性かゑられ，とくにlか

村の巽の物I龍も多い二と，その物産の多様な,',','がこの

地域の特色といえよ‘う。村別にゑると,ML､ド|ﾉ1親郷

|ﾉ1の111r-内村ほど比率は高くなL､が，川述・三梨・稲

l廷の3か村は各物産の比率が,部､方である。

つぎに朔20炎によって||職川I捌郷14か村（'塊|ﾉ1銀lll

Illlを除く）の主要物旅をみ､よう。「生糸｣は卜・院内29

．7％）・’:|塊内'14,2%)の2か村で43.9%と低い。

「真綿」は卜1塊内（67.4％）・上院内(18.8%)の2

か村で86.2％である。「桑葉」は下院内（48.1％）・

'三院内（30.6％）の2か村て78.7％である。このよう

に推盗間係は下院|ﾉ､]とl二院|ﾉ1に雌中している｡｢葉藍」

はｲ:||川（53.()％）・役|ﾉ1（18.4％）・酒蒔(16.1%

の3か村で87.5％をしめる。「賀」は高松（37.6％）

・乗|崎（24.1％）・flim(17.5%:の3か村で79.2%

をしめる｡｢茶」は下|塊Iﾉ1（42.0％）・桑m(21.0%

・相川'17.5%)の3か村で80.5%をしめる。この3

つの物雌については，岐尚比率の村が異なるが,ffl川

は上位3#1以内に入っている。「麻糸」は川jI'(51

.3％）・中村（48.7）の2か村で100％をしめる｡｢炭」

は上|塊|ﾉ11か村で82.2％をしめる。「馬」は役内（38

．7％）・ill*(20.0%)・中村10.0%)・乗lido

．0％）の4か村で78.7％となる。「その他」の物産で

は「鯉魚」拙＃iiido万ﾉ吐）・小ﾘf（2万足）・寺沢2

万5千足）で計14万5千足となる。「薄荷水」in:

l201-|）・「薄荷精」(1Ft12011)は郡lﾉ1では'j､野村

の丸化産している。「狗背」（5()0賀）は上|塊内村の

ゑである。また、「鍬台」（6千挺)・カエシギ(3.500

枚）は役|ﾉ1村のみであり，lll付の物産として特徴的で

ある。また，「雄築イi」は下院|ﾉ1（2千間)・乗l崎(200

1川）があり現在まで統いた物産である。

続いて鋪21表によって旧湯沢測郷2かⅢ113か村をゑ

よう。「ﾉ卜糸」は湯沢（62.2％）1か町の桑が突HiL

ており，他は10%以下である。「真綿」は上側(87.7

％）が群を抜き，湯沢（10.5％）の2か所で98.2％の

殆んどをしめている。「桑葉」は湯沢（54.6％）・'兇1

P(13.0％）・下関(11.2%)の3か所で78.8%とな

ってL,る。この養企|則係は湯沢町の比率が,riiい。「葉

隙」は|兇'11（76.0％）・上関(24.0%)の2か村で100

％をしめる。「食」は旧湯沢親郷管内では間口村の象

のﾉI-歴である。「茶」は湯沢(52.7%)・杉沢(18.3

％）・洲崎'18.1%)の3か所で81.9%となる｡｢椿」

－13－



国安寛

第20表明治18年'1885雄勝郡Ill俄助|槻郷主要物産調

※「雄勝郡村誌を之四」
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榊豊
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′|､．野
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院内鰻Il1(町）

寺沢

中

Il1ノ1
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計

生糸
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鯉魚2万足,薄荷水l
間120｢1,薄荷精l間
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カエシギ3,5()()枚

茸700,I-紫雌2万n

硫黄99601,'!.

「紫蕨son

M-m'i

緒70質,雄築イ(200111)

栗70石

1;)'i'M万5T-ﾉ,茸112(）
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藤政後期・明論前剛における雄I1MKの産業惟造

第21表明治18年'1885'雄勝郡旧湯沢親郷主要物産調

※「雄勝郡村誌巻之一,四」1*111以下は第1ﾉqK

術ｲ11」倉内（2()0111），「菜疏」は森（330束）・関

n(500荷）・上|則（8()0荷）・下関600荷）とい

った,'1',物が'三|立つ。また，「雌築石」は関11(2,000切）

も仏統的な物症である。

つぎに第22表によって,Illlﾉq馬音内前郷・Ill川両親

郷符内16か村の物産を黒よう。「生糸」はHlHl(28.3

％）・大久保（12.1％）・貝沢(10.9%)・深伽10

.1%)の4か村で61.4%とな0,分散的である。「真

綿」は杉宮（42.5％）・I幽馬背内(40.2%)III)山(17

は↑‘|崎（41.0％）・角|ﾊ1(30.8%)の2か所で71.8%

である。「垂種」は湯沢（62.2％)・杉沢新処（37.8％）

の2か所で､100%となっている。「縦荊」は森82.9

％）・杉沢新処(17.1%)の2か村で100%となる。

「薪」は杉沢i100%)である。「その他」では蕊1ユ

lll'lとしての「米造純」杉沢新処（125束）・「''1俵」

杉沢新処(1,500俵）や，「草履・紬職」柳U:l(1,700

束）・倉内（3,5()0足）がゑられるし，農産物として

の「真瓜」角間（3万5千噸）・八幡（300篭)，「白

－15－
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hi安寛

第22表｜ﾘ]治18年(1885)雄勝郡Illl哨馬音lﾒ1前郷・’'''11親郷主要物産調

…‘“’
※「雄勝郡村誌巻之六」赤袴以下は山Ill剃郷

（3()斤）のみである。「茶」はlﾉq馬音内（46.3％）・

貝沢（206％）・Illltl(15,4%)・大久保(10,3%)

の4か村で92.6％をしめる。r柄」は西馬,'',Iﾉ1(48.5

％）・HiHi(48.5%)の2か村で97.0%となる｡｢l株」

は松岡（94.3％）・打塚（5．7％）の2か村で100%

.2％）で99.9％であって紫中的である。「桑葉」はIl

If](35.2%;・深川i!(13.2%)・大久保(11.0%)の

3か村で､59.4％となる。生糸と同様に分倣的である。

「葉儲」は高尾IR(48.0%)・足Ill(40.0%)・砧川

新田（12.0％）3か村で100％となる。「頁」は松岡
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滞政後期・Iﾘ}治liiilEl]における雄勝肌の旅業怖造

第23表明治18年1885)旧i'4馬音内州Iiil親郷主要物産調

※「雄勝郡村誌巻之五」
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国安寛

となる。「炭」は石塚（88.2％）・松岡(11.8%)の

2か村で100%となる。葉隙以下の物産は集中性が高

いといえる。また,「その他」では「半紙」足田（7万

1帖）は|日稲庭親郷管内4か村（3万7千帖）の2倍近

い生産量をもつ。「大根」は杉宮(13700本）・糠塚

（6千本）計19700本となる。「柿」類は山門（州柿

500連・釣柿1万5千順）・深馴3(柿3万2千顎）も特

色ある物産である。また，「菜種」は郁内で松岡10

石）のみであり，「葛葉」も同様に石塚（2万把）の

みである。さらに「菓子」杉宮（20賞）も特色ある物

産といえよう。

ついで第23表によって旧西馬音内りIiil"!親郷管内17か

村の主要物産をみよう。「生糸」は恥lllU1（46.0％）・

飯沢（24.5％）の2か村で70.5％をしめる。「真綿」

は堀m(74.4%)・飯沢(23.3%)の2か村で97.7％

の殆んどをしめる。「桑葉」は堀回（43.7％）・飯沢

（36.4％）の2か村で80.1%をしめる。このように養

蚕関係はりill回村と飯沢村に集中していることがわかる。

「葉藍」は旧代（63.5％）・下仙道（20.6％）・床舞

(15.9%)の3か村で100%となる。「真」は田代47

.6％）・下仙道（28.6％）・軽井沢（23.8％)で100%

となる。この2品||については，田代ついで下仙道に

集中しているといえよう。「麻」は飯沢（99.0％）が

殆んどを生産する。「炭」は飯沢（59.8％）・軽井沢

(18.0%)の2か村で77.8%となるori潟」は堀m(26

.6％）・飯沢（24.6％）・lliﾓﾉI-沢(16.9%)の3か村

で68.1%をしめる。麻以下の物産ではいづれも飯沢村

の比率が高い。また「その他」では「陶器」堀内（9

千賃）・新町（30荷）が「功||内焼」を示すものである。

「戸障子」は田代（戸50間・障子50間）・下仙道（戸

30間・障子30間）・中仙道（障子30間）上仙道(戸300

間・障子200m)・催井沢〈戸障子351ﾊ.])'で戸障子計

725間は郡西部ill間村の特色ある物産であり，郡内で

もこの地域の悪で生産される。

第24表明沿9年1876i秋、県郡別鹿野畠切換畠

※「~北羽発達史下」P557～568

in;を除いてわずかに存在する。この名称の連L､が実態

の違いを示すか，現在のところ判Iﾘ)しない。「地方凡

例録」では
ヤキハタ

ー、焼畑と云ハ里方にハなく,H4中にあることにて，

信州に尤も多く，上州榛名Ill-赤城Illなどの様な
，ﾙターノバコシパクサ

る処,till地にてハなく'-1｣のHHilの小柴草立の処を，
カャク＋

小柴萱草とも焼て一雨受させ，灰の湿りたる処へ
･ノ少､ キリカヘ,、タ

蕎麦・粟・稗等を蒔付け，（中略）之を切替畑と
ナギ

も薙畑とも云ひ（中略）

一､蹴lmiと云ﾊ,蓋に出羽dr*奥州f等にて唱え
極山中にある切替畑・焼畑と同様なれども，鹿野

パ･〃

畑は高計りにて，無反別にて作物付付方ハやはり

焼畑同然なり，（下略)10)

として，この文意からすれば，焼畠・切椿畠・薙畠

・鹿野畠は，特定地域の名称と考えられる。古烏敏雄

氏もその見解をとってL､る'')。明治9年(1876)地租

改正の際に節7大区1小区（旧稲庭・狙半内観郷）の

fill戸長からつぎのような「御伺」が地租改正取調処に

提出されている。

一、Ill中二転在セル切替畠若1鳶ヲ不諭ケ処キリ取調

候ハ勿論ナレIそ作付両三年間ニシテ地味相衰上切

替致卜祁必ス隣地ニノミ地替地アルニアラス村民

数多適宜ノ地ヲ見斗意切替致候例二付公閲地一定

不致谷|ﾊ1山陰高低遠近多分ナリ然ルー年々ノ変換

取調遺堀ナキニアラス依テ切替地ノ有ル何々ノIll

ノ内堅枇何間卜切待地トシ|ﾉm分現今作{､l･見込右

二相当ル地租金ハー村適宜二割合収入致度趣'2’

と伺ったが「事故詳Ill取調更二可伺出事」と却下さ

れている。これは，年によって，緋作地の異なる切替

Ⅳ鹿野畠と特定物産

第24表は明治9年(1876)秋田県郡別鹿野畠・切換

畠の面積と比率である。「鹿野畠」は雄勝郡56.8％，

平鹿郡409％で計97.7％の大部分をしめ，他郡は｢h利

・河辺郡を除いて1％以下存在する。切換畠は逆に北

秋田郡が91.3％で平鹿・由利・南秋川・河辺・南秋Ill

－18－

亜二坐旦
南秋Ill

北秋Ill

河辺

曲利

山本

鹿角

仙北

平鹿

雄勝

計

鹿野畠

七

545．25

704．06

19．26

222．01

26611．25

36907．18

65011．11

％

0－8

1．1

〔).01

0．3

40．9

56．8

99.901

切換畠

七

23548．27

651．01

1040．08

535．27

25776.03

％

91.3

2．5

4．0

１
上

ワ
ム

99．9



藩政後期・Iﾘ胎前|りlにおける雄liUli)の産業職造

は,)S,',',26町3反l畝18歩を｢等外畠鹿野1阜,卜換称願」

を秋IllIV.-椛令石EB英吉宛に提出している。そのJ'l'.由を

「（前mi唆岨地切附地乗付年々 －トメ11等致候11)1巳ニ

テ鍬ヲ以テ堀り返ス事モナクシテ普通之畑ノフトハ格別

異ナル地処二御座候（中mil木畠二組込ミ収碓壱反当

壱村平均之見積り二至り大二不都合相生シ候(下I略)15」

として，この桑畠は普通本畠より生産力が低く，等外

畠としての「鹿野畠」と同様の生産力の場所であると

している。古島敏雌氏は「（前1略）越前国人野郡にも

『むつじ』と呼ぶ切替iiiiiiがあるが，これらにも養蚕

の盛行と共に桑の柚えられることもあったのであろ

う。’6)」として，切替畠から桑晶の移行の可能性を示

唆している。

また，「地方凡例録」では，「焼畑」（切梼畑）は

「7醗弊も至て低く,III畑よりも下々 なり17)」とし，

「鹿野畑」も「至て下免にて少々年貢を納め18）」と

して，年貢対象地としているが，秋田藩では｢鹿野畠」

が課税対象となっている資料を発見しないし，むしろ

rIll役銀」として一i.斤して納入したと思われる。明治

4年(1871)第16大|え第2小IX大館村では，合計8町

2畝17歩（内7町5反5畝15歩桑畑・4反7畝2歩牧

林」を「雌税地桑畑枚林llm番害抜帳」’9)として提出し

ている。つまり，「鹿野畠」から「桑畠」への変換は

無年貢地の観念を無税地にi『,萱換えた結果と思われる。

もちろん，地租改il-によって民有ill林等はI課税対象と

なり，それに内包されている「鹿野畠」も等外畠とし

て課税対象となった。しかし，藩政期においては，古

島敏雄氏のいわれる「隷屈小作人の生活膿業としての

焼):ili--"」はもっと亜祝しなければならない側ﾉ､'､(であろ

う。

つぎに藩政後期において，現地をよく観察し，殖産

興業縦を献言している雄勝郡川連村関喜|ﾉ1と平鹿郡増

1m村川身の11｣中新十郎は，養企の開発等についてどの

ような!汁Illljをもっていたかを検討しよう。まず，関喜

内は文政3年「牛'||C御野場御忠進願書2')」において，

「此度牛嶋新田村下6､新屋下まで御野場手贋之空地伊

達本場地所二相似候故右場所二而桑畑開発仕乗苗木取

立村々K引配為柚立従企仕」として，具体的に河辺郡

御ﾘﾁ場の窄地を|刑発して桑畑にする計画て.ある。そし

て「六郡川辺々々ハ不及巾二所々之空地野谷地其村方

sIfll桑畑場合開発仕候iiil"御尚も四五千ｲi位ハ僅時二出

(写真1）

告画

修'1
－間

形
4◆

試苫

壷。’
鎧謝

亀へ蕊墓_曽 皇宮
垂
幸

李電一言，号麓-

畠の測量の困難を訴え，現在作{､Iしている分の地fM金

を村に割り当てる，という趣旨である。この第7大区

l小|ﾒ:は切替I里1が倣少であることをは第3表でみたと

おりである。事実，「平鹿郁噌ill町狙半|ﾉ1字古家沢の

土地台帳'3」には，
（朱‘11）

字古家沢第十六番等外三等鹿Mf晶

一、畑反11)1犬反九畝11-六歩（氏橘）

此地価金三円五拾銭71:叩

此地租金八銭八厘

とあって，名称は明らかに「鹿野畠」であるが,「が

真114))にあるように，白く唯りつぶし（×印）をし

たか所がかつての鹿野畠であると考えらjlるから，明

治9年「御伺」の事実と符合し，「鹿l'fl'l'.」は｢切替」

の性質をもっているので,m-とみられる。ただし，

第24表で象たように，「鹿野畠」は県南部に，「切換

畠」は県北部にある問題は依然として残るので究明の

余地がある。

つぎに第25表で狙半内・稲庭・横堀．|ﾉ叩馬音|ﾉ)i)llii"i

旧四親郷の特定物産と鹿野畠（切換畠）との関係をみ

よう。この旧四親郷は鹿野畠97.7％・切換i'i',100%が

入る地域であり，それと推盗・貰の関係を患ようとす

るものである。まず地域的にみ､て，鹿野11割，（切換,',',

のある村でた|晶糸・桑葉・其の'|:産比率の!'Jい地域はIll

狙半内観郷で，93％以上てある。ついで''1稲庭親郷，

そして頁生産と|提l連のない旧西馬音内助{伽l親郷であり

切換畠が大部分である旧枇川li親郷は，比率が低い。特

定物産では旧Iﾉﾘ馬音内堀[il]組郷を除いて，食生産との

関連比率が高い。

明治Ill年''1877)第七大Iﾒ:第一小|ﾒ雄勝郁川迎村で
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第25表明治前半期雄勝郡旧四親郷特定物産及び鹿野畠(切換畠）

｢雄勝祁村誌巻之四」

※「雄勝郡村誌巻之三」

「雄勝祁村誌巻之五」

高二相成可申伊達之様二淵ケ候ハ，手匿之御領内故壱

寓石や弐菖行之出高地可有之哉二奉存候左候得ハ大イ

なる御国綿二奉存候」として，油I辺郡のみならず，六

部の空地野谷地を桑畑に開発すれば，伊達のように開

発した場合1～2万石の出高となるとしている。そし

て「州発場熟畑二罷成御竿被入置出高ニイH成候ハ，御

割合御積り以辛労免被下i置願上候」として，熟畑にな

った場合には，検地を実施して高に編入し，同時に辛

労免を拝領したいと願っている。つまり，側喜内は水

畠に桑を植えるのではなく，空閑地を|刑発して桑,男,に

※「雄勝郡村誌巻之二」

|役内’’601951511

－20－

狙 半内

両－12
荻袋

熊測

湯野沢
＝f二
に1 野

狙半内

田子内

岩井川

椿川

○小計

４
１

二
一
口

郡 ％

生糸岡

○75

7．7

○25

18．5

○120

○250

○70

○25

56．5

95.7％

590.7

19．8

桑葉子n

○7

0．6

○3．6

4．5

○15

○35

○10

○9

79．6

93.7％

85

7．6

頁千斤

○2．3

○0．35

○6．72

○45

○10

○38

10．2．02

99.7％

102．37

46．8

鹿野畠(切換）

14*

5246.26

5246.26

4144.16

1135.00

4792.21

（切56－18】
15333．03

44－9

(切10．6）

高松

宇副院内

相川

桑崎

泉沢

澗蒔

○小計

＋
ｌ

｜
言
回

郡 ％

○25

○15

○34

７
８
ｑ
〕

40

22

146

17.7％

824

27．6

○5．5

○3
ワ
Ｉ

○8．9

12．7

13

ワ
Ｉ

54．7

9.3％

588．416

52．9

○28

○6

○13

18

ワ
』

の
色

47．2

63.4％

74．4

34．0

(切353.19）

(切42.23）

(切73.28）

Z

(切470

0．1
(切89.‘

4

〕）
【
。

西 馬音内堀回

丙一電
西馬音内堀回

飯沢

床舞

田沢

鹿内

新町

堀内

沸体

水沢

林崎

大沢

上到米

田代

下仙道

中仙道

上仙道

軽井沢

○小計

計

生糸筒

○15(）

○80

5．7

原
Ｊ

4．5

0．5

0．3

○8

1

15

4

25

4．2

15

貝
〕

3

238

73.0％

326.2

10．9

桑葉千脚

○60

○50

1ワ
上．イ

1．3

0．6

0．35

0．2

0．15

○2．7

0．25

1.5

1．8

3．5

4

3．285

1

民
』

112.7

82.1%

137.335

12.3

頁千斤

0．5

0.3

0．5

0．25

1．05

鹿野畠(切換）

2857":16

535．26

79．02

10－2

347214

稲 庭

"~～廼
八面

東福寺

大門

三又

大倉

戸波

大館

川連

三梨

宮田

飯田

稲庭

川向

畠等

○小計

計

郡％

生糸間

37

56．4

6

29．5

13.3

10．2

○50

O118

○96

8．5

8

○83

○47．8

○72

466.8

73．4％

635.7

21．3

桑葉千脚

7．68

12

0．66

７
－
貝
〉

Ｒ
〉

2．5

0．65

○5．5

○28．5

○40

3．5

ｑ
Ｊ

○17．1

○9．5

○21．2

121．8

77.4％

157．36

14．1

頁千斤

ｎ
〆
白

勺
Ｉ
Ｌ

2.5

○13

○5，75

○17

35．75

9().6％

39．45

18.0

鹿野畠(切換）
七

1831.06

2631.18

241．11

984．26

62．17

8584.()0

14335.18

426

横 堀

鳶－－型
横堀

'j，野

下院内

上院内

院内銀111(町）

寺沢

中

川井

生糸rt
ｑ
Ｊ

、
１
４

具区
処ノ、』

245

117

18

69

○72

桑葉千聞
貝
〕

20

283

180

q辰
JDJ

0.016

○36．6

食千斤

0．2

○().2

鹿野畠(切換）
七

2．14



滞政後期・Iﾘ}治前期における雄勝郡の産業撒造

第26表享保年間郡別村する計画であって，I研とし
平均戸数･人n～ﾍ→、－，－，－－‘‘｣_屋

て登録されていないIll林原

野をその対象としている。

従って，その中には鹿野畠

も含まれるのは当然のこと

であろう。さきにあげた明

治4年(1871)雄勝部大館

村の「無税地桑畑松林」の

観念は，このように尚とし

て登録されない土地という

意味において一致する。ま

耐､噂
秋田

Ill*

河辺

仙北

平鹿

雄勝

平均’

享保15
年戸数

54

Qq
、ノリ

62

69

80

104

71

享保6
年人口

397

515

355

367

373

521

4()9

※拙稿「秋IⅡ藩における村た，山中新十郎は沢11の頁
の規模｣『秋田史学23jP10．養蚕等の興産を献白して

いるが，天保6年(1835）

には「弐千五百軒余之場所御座候得共侍々沢||にも無

御座候間弐千軒と見る右場所へ雑穀仕{､l候儀申付候是

又不少出来可申候五六年以前迄も狩野と巾而illを堀り

候而村々二而雑穀ヲ取候得共此節は御高之有候川畑二

而スリヤ仕付兼罷有候間中々狩野之沙汰も無之候程二

罷成申候然ば右場所へ不相替慈愛を施し狩野ヲ取進候

而既二弐万俵位も出来可申と奉存候（中略）壱俵に付

壱貫五百文替尤三斗入壱俵に付弐万俵之代銭三万貫文

也此金四千四百拾壱両壱朱但し六貫八百文両替と見る

22)」として，雑穀の生産の場を「狩野」＝「鹿野」と

し，2万俵4411両余の収入を計画している。山中新十

第27表郡別人口密度

明治3年3月調 明治12年末調

聴〆型人口 一方里当0 人1－1 一方里当り
秋田
～

山本

河辺

仙北

鹿亙匡
1

雄 勝

由利

鹿角

122,838 329人ﾖ

44，585 401ヨ

23,519 559ヨ

72，746 4183

57，696 2，622ヨ

41,773 937ヨ

432．488 555ヨ

※「秋旧県史明治細」P232～233

117,892

79，589

ハ向局『一f司

り／，／、．

30,484

91,655

72，040

53,415

78，845

27,160

(Ill利鹿角除外）
(512.828）

618,833

1,571人ヨ

267ヨ

610ヨ

725ヨ

526ヨ

3，274ヨ

937ヨ

1，4()7ヨ

232ヨ

(659）
768

郎の場合は，鹿野畠の生産をも興産計画の対象として

いる。これは沢目の鹿野畠の存在という現実をみての

発想であろう。なお,15万坪を開発して桑植立の立案

もある。また，山中新十即は沢目の労働力について

「今日ハHiへ也行（眼前弐百文にも三百文にも銭取に

相成事有之候迎握飯之用意も仕る様無之候時は乍残念

只二体居候者沢々に数多有之申候然ば遊太に任七善二

附難シ悪には馴安キものに而終に夫は代と也側キ仕候

事延リ'二罷成申候故斯万物不熟仕誠二歎ケ敷処ヲ私儀

十二分察入夫々二手配仕御百姓衆へ貸附等を致引立申

度奉存候得共広大之場所に御座候故逆も自力二及兼罷

在候間乍恐此度以テ害附ヲ奉願上候問願之通被仰付度

候無左モ引立不申指置候得ば遊太のものは家内中に而

喧嘩等致勤レバ博突ヲ致誠に今日之日ヲ無益二相暮シ

候者沢|｜々々杯は莫大有之申候24'」としているが，沢

'1には「遊太」のものが多数存在し，秩序を保つ上で

も問題があるとし，「仁徳を施し家業専二相励マセ申

度心底24)」としている。これは，沢11農民と山中新十

郎の労|動観の相違があるとみてよいが，山間の自然に

依存する労|動形態と，山中新十郎の新しい商I'l0生産の

'労|動形態との違いであろう。つぎに「遊太」ものが多

数存在する点について検討を加えよう。第26表は享

保年間(1716～1735)秋川藩郡別一村平均戸数およ

び人口である。藩平均戸数71戸であるが多いのは雄

勝郡104戸ついでIll本郡93戸・平鹿祁80戸である。人

明治18年末

人口

121,269

82,956

70,130

3(),955

97,298

75，762

56，251

80,043

30，133

(由fII鹿角除外）
(534,621)
644，797

一万里当り

1,616

278

631

737

553

3,443

986

1,429

257

(686）
827

備 考

O|ﾘ]治3年分ば南北秋田の区別なし

土族は各郡別せず、町は秋Hi,士崎、

能代を一括し、鉱Ill｣又をも分別せるた

め郡別分布の状況を知るにIllなし、故

に一方里当り人I'は在方農商工のみ､の

ものとなる。

士族人口？，899

11|j力人口28,244
鉱'11方9,803

'二は総計欄に加算した。

同年分由利、鹿角に郡人I'イミ明につき

空:ilとした。

|ﾘl/TllS年末人口は年鑑第;',;;表によれる

が戸籍人口によらすg現在人｢'を採用し

たものと認めらる。戸籍人11(.1648,3
58人である。
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第28表明治9年（1876）雄勝郡村別戸数人口

※「雄勝郁村誌巻之三」

戸数は｢社｣を除く

｢|司巻之四」
※脆計は銀1ll町除く ※「|可巻之六」

亦袴以下は山Ill馴郷

｢同巻之二」

口は藩平均409人で雄勝郡521人が

最高であって，ついで山本祁515

人・秋ill郡397人・平鹿郡373人と

なっており，雄勝肌は戸数・人口

共に第1位である。また，第27表

でみると．明治3年（1870）一方

共に第1位である｡また,第27表鵬rr『避綴」
でみると，明治3年（1870）一方

里当り人口は，平鹿部2,622人についで雄1券郡937人で

第2位であり，明治12年(1879)の場合は，平鹿郡

は他郡よりい

くらか濃いと

見なければな

第2位であり，明治12年(1879)の場合は，』|ﾑ肥郁くらか膜いと「同巻之五」

3,274人・南秋田祁1,571人．［|]利郡1,407人・雄勝郡見なければな

937人で4位である。明治18年(1885)も|司様のllll'i位でらぬから，天保巳年までは大体両部では一村平均戸数

ある。従って，藩政期ほど人口が多いと思われる。服八十軒以上だったと見てよかろう25」と推定している。

部之総氏も「この両郡の（雄勝・平鹿）の人口の密度!iii部氏の推定は第26表とほぼ同じである。さて，藩政
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旧狙半内親郷

村名

荻袋

熊測

湯野沢
‐
エ
ロ 野

狙半内

田子内

岩井川

椿川

計

戸数

76

25

34

38

165

243

101

119

801

人口

486

136

193

216

963

1，607

656

738

4,968

一戸平均

6"4

54

5．7

5.7

5．8

6．6

6.5

6．2

6．2

旧西馬音内前郷・Ill旧親郷

村

1脚馬音内

大戸

野中

概塚

足Ill

棚山
一&■

膜．

I1．ｪ］ 尾IⅡ

&111新、

杉宮

大久保

亦袴

貝沢

IllH

深堀

松岡

石塚

計

戸数

298

貝Q
tJJ

47

21

85

63

42

43

105

89

43

133

261

105

176

48

1,612

人11

1,356

286

262

105

427

332

225

283

532

510

236

708

1,254

547

900

242

8，2()5

一戸平均

4.6

5.4

5－6

5．0

5－0

5.3

5－4

6.6

5．1

5．7

5.5

5-3

4.8

5.2

5．1

5.0

5.1

旧横堀親郷

村

mm

小野

下院lﾉ1

上院｜ﾉ1

院内銀山(町）

寺沢

中村

111J’

役内
今
ｊ

壬
目
一
脚Ｉ 松

宇留院内

州川

桑崎

泉沢

酒時

計

戸数

171

155

250

176

(530）

55

115

48

76

121

39

Ill

130

41

38

1,556

人口

846

785

1,161

883

(2,345）

293

675

295

419

686

218

828

698

263

199

8.249

一戸平均

5．0

5.1

4．6

5．0

(4－4）

5．3

5．9

6－2

5．5

5．7

5－6

5．9

5．4

6．4

5．2

5．3

旧稲庭親郷

村名

八面

東隔寺

大I"]

三又

大倉

戸 洲

大館

川連

三梨

壱田口

飯田

稲庭

川向

畠等

計

戸数

142

56

24

1()3

37

44

167

222

269

qワ
､_J色

36

303

254

151

1840

人口

802

327

121

554

214

284

890

1，187

1，560

171

７
－
Ｑ
ゾ
ー
エ

1．543

1,408

887

10,145

一戸平均

5-7

5.8

5-0

54

5-8

65

5．3

匡匡
qノーリ

58

5-3

5-5

51

55

5.9

5－5

|日湯沢町親郷

村

湯沢(町）

杉沢新処

杉沢

成沢

肖崎llif;

二井Ill

角''11

森

金谷

八幡

倉内

柳Ill

閲I」

上側

下｜慨I

計

戸数

1,311

36

60

47

318

57

70

69

41

99

65

51

131

83

72

2,510

人口

6，192

164

284

258

1,345

283

Ｑ
Ｊ81

484

210

512

284

217

722

395

367

12．098

一戸平均

4－7

4．6

4．7

5．5

4．2

5．0

5．4

7．0

民1
kノDL

5-2

4.4

4.3

5．5

4.8

5.1

4－8

旧西馬音内堀l川糾郷

村

西馬音内堀回

飯沢

床舜

、沢

鹿内

新町

"Hi内

柳体

水沢

林崎

大沢

上到米

Ill代

下仙道

中仙道

上仙道

軽井沢

門’
二
毛
ｎ

塁
可
ノ
ー ’

戸数

L-16

81

92

36

19

79

42

32

19

25

162

69

120

78

60

72

95

1,227

9，546

人口

742

478

471

215

no

50(）

197

164

129

142

816

396

532

439

317

454

564

6,666

5(),331

一戸平均

5－1

5．9

『
１
４

反
』

6．0

5．8

6．3

4－7

5,1

6．8

5．7

5.0

７
８

貝
〕

44

5．6

5．3

63

5．9

5．4

5．3



僻政後期．iﾘ]治ili'l期における雄勝肌の産業枇造

中期・明治前半期の一村平均戸数・人11が他郡より高

いことを確認した。つぎに雄勝祁内の状態を検ri､Iしよ

う。第28表は旧親郷別の各村戸数・人｢Iおよび一戸平

均である。第一に旧親郷の一戸平均人l｣を比'陵してみ

ると，狙半内6．2人・稲庭5．5人．'ﾉﾘ馬音内jdil"!5.4

人・俄堀5．3人・Iﾉq馬音内前郷およびIlil1l5.1人・湯

沢4．8人の順であって，東部そしてIﾉsaI山間部をもつ

地域が高く，平野部は低い。天保期（1830～1843）に

山中新十郎が沢||に「遊太」のものが多い，とのべて

いることと符合する。とくに最高はIll1Ⅱ半内税郷であ

るが，内部の村々をみると，田子内村が履高6．6人で

岩井川・椿川と川子内より奥沢目が一戸､F均人口が高

い。また，旧稲庭親郷は戸波村6．5人で最高であるが

畠等5．9人で親郷内2位である。｜||柚Ill慨郷では，泉

沢村6．4人・川ル6．2人・中村5．9人・相川5．9人で

あって，山間部が多い。Ill湯沢親郷|ﾉ1では，森村が

7.0人で最高であり，他は平均6人の村はない。Illlﾉﾘ馬

音内前郷-Hill]親郷は烏Ill新田が6.6人で最高を示し

他は5人以下である。｜日Iﾉq馬音内堀I"l縄郷では，水沢

6.8人・田沢6.0人となっている。｜｣Ii'l]郁は田代4.4人

のような少ない村もあって，全部平均人数が多いとは

いえないが，概して多↓､と、､える。

第28表文政12年11829;西馬音内功,;廻村一付収支

Vむすびにかえて－非石高地域の課題一

①非石高地域の変ぼう

近年，「稲作以前26コや「畑作農村27)」が主として

文化人類学や民俗学を研先する人びとから問題提起が

なされている。、二れらを本論との関連でいえば「非稲

作地域」とまとめることができる。しかし,^1稲作の

生業は，日本のみならずアジアひいては世界的な広が

りをもつ概念であり，また，日本の膝I処をみても縄文

時代からの長い歴史を対象する概念である。そのよう

な広がりと廉史を一応念頭に置くとしても.I椎史的な

限定を与えて対象を明確化して究明することが望まし

い作業と考えるものである。当面，本論で対象とする

11*131は,藩政〃lおよび地f11改正あたりまであり，当社会

は石高制に現ItiHされる時j'1でもある。その体制下にあ

って，それとは異った地域，年貢I兇I係とは一応，別個

に生活する地域は「非石高地域」といえる。また，こ

れは近年盛んに論議されている「辺境論」ともつなが

る意味をも内包している。

※「羽後町郷土史」P431

今まで分析してきた雌勝hi;の産業僻造からみて，本

間'1りには，「非石高地域」の課題が投定できるように

思われる。そして，これが本来の姿ではなく「変ぼう」

する婆としてとらえる必婆がある。具体的には，第29

－23－

①収人の部

川
の
収
入

小,)]

戯
jI1工

小;'．

侭垂

小副

尚
人
手
川

'j,!;'．

》ド

合!;'．

②支出の部

牝
産
関
係

小計

衣

消
曲
関
係

小計

公エ

I~1,汁

収だ

I」

1－11】11

ぜんまい代

4f昌中ill雌物野菜代
正月n松柴より年中焚柴払分
蔦染代立馬飼料残光払分
萱代
郷|1U')薪木材取他郷へ払分

俵結縄代
中俵代

桑光払分
飼盗の利潤

山内出物売買･染膳･職人の取銭
年中駄賃銭
前郷村米駄賃・木流L-かけは
なし日用共

1,049俵の代銭umimmm文）

|｣I刀鰍釧・千歯こぎその他農具

捕1人150文
鍬台240]~代
皮箕i:-i;i|:
臼桁ﾚ〕すり板唐箕等代
家宅小屋の破損手人料

衣類・洗濯．|勤着共1人3貰文

吉凶払』|#物入御寺打飯米諸かか'）

塩150俵4斗入1俵imm文
莫乎作の外調分きせる煙草入代
年中本結髪付油刺〃櫛代
筆墨ろうそく代
器物桶修理代1軒40()文
鍋類の修理代
魚代1日4文ならし
茶代
穀物屋根手入れ料
医者薬礼御割合薬代

この分の支払のため米光り銘好餌米不足

金額

約351,｛
ハ
Ｕ
Ｏ
５
０
０

０
Ｆ
、
３
５
（
５

１

350

3(）

15

45

20

250

270

3()(）

l()0

20(）

60(）

1,216S'f840文

2,481賞840文

約150i'l文

9．76(）

31

50

70

310.760

1,530

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
声
Ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ

貝
〉
１
上
貝
Ｊ
ｎ
Ｕ
Ｆ
○
戸
○
八
乙
句
乙
戸
ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

１
且
ワ
合
Ｔ
Ｌ
１
上
ワ
Ｉ
ワ
会
１
土

1，805

3．645．76(）

－1，163．920

％

14

ワ
】

11

24

49

9

42

(20）

49
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第30表明治9年(1876)雄勝hi;村別社数

※「雄勝郡付誌巻之三」

※「同巻之二」

※｢同巻之四｣集,汁は銀ill町除く

※「|司巻之五」※「同を之一・巻之四｣|兇1口以下は巻之四

※｢同巻之六｣亦袴以下はililll親郷

－24－

''1稲庭親郷

村名

八Ifll

束福寺

人I"!

三又

大倉

戸波

大伽

川迎

梨
一
一
一

'商． Illr2。

1;ill

庭
-に5行

･↑111

川li'il

畠等

斗
刺

戸数

142

56

24

103

37

44

lo7

222

269

32

36

Ｑ
Ｊ03

254

151

1，84(）

社

句
◎

2

1

ワ
］

3

3

4

2

13

5

/’
一k

21

12

10

85

％

2.1

3－6

4．2

1Q
上･･ノ

8．1

6.8

24

0.9

4．8

15－6

11,1

6．9

4．7

6．6

4．6

旧狙半内規郷

村名

荻災

熊測

Iff沢

‘
エ
ロ Mf

狙半内

田子内

岩J--川

椿川

Ifl

戸数

76

25

34

38

165

243

101

119

8()1

社

5

4

ｑ
Ｊ

4

21

36

11

18

102

％

6．6

16．0

8．8

10.5

12,7

14－8

10.9

15.1

12.7

旧描州親郷

|;､1名

枇州

小野

下院内

上院内

院内銀Ill町）

圭沢、』

中LLイ､､」

川 井

役内

高松

1-B院内

棚jll

桑崎

泉沢

潤蒔

汁

戸数

171

155

250

176

(530）

55

115

48

76

121

39

Ill

130

41

38

1,556

社

5

9

10

Ｒ
ｕ

／弓､

(イノ

6

13

6

6

9

4

15

6

4

5

103

％

2-9

5.8

4.(）

2.8

(i.3;

10.9

11．3

12．5

7．9

7．4

10．3

10.6

4－6

9．8

13.2

ハハ

0．0

|日西馬音内堀回親郷

村名

堀回

飯沢

床舞

田沢

鹿内

新町

堀内

排体

水沢

林崎

大沢

上到米

m代

下イill道

中仙道

上仙道

軽仲沢
。
三
Ｍ ’

ノェ

1111|・

戸数

146

81

92

36

19

79

42

32

19

25

162

69

12(1

78

60

72

95

1，227

9,546

脱【‐

↑｣‐

7

8

11

5

2

12

5

Ｑ
〕

1(）

4

10

15

26

12

9

8

8

161

641

％

4．8

9.9

12.0

13．9

10．5

15－2

11.9

28．1

52．6

16．0

6.2

21．7

21．7

15.4

15.0

11.1

8.4

13－1

6.7

旧西馬肖内前郷・Hllll親郷

村名

Iﾉﾘ馬音内

大戸

''1脈中エ」

概 塚

鼎Ⅱ’'一

hi;山

r.鰯Ij尾ill

illiHI新川

杉宮

大久保

亦袴

貝沢

illffl

深功|’

松岡

fl塚

計

戸数

298

53

47

21

85

63

42

43

105

89

43

133

261

105

176

48

1,612

号1

個三

5

11

6

可
Ｉ

6

9

2

3

6

6

3

7

1句

上｡

10

r‐

【〕

1

1()0

％

ワ
８

「
Ｉ
上

2()_8

12.8

33．3

7-1

14.3

4．8

7-0

5.7

6.7

7.0

5.3

5.(）

9.5

2.8

2.1

6.2

旧湯沢親郷

村名

湯沢(町）

杉沢新処

杉沢

成沢

岩崎(町）

ニノ|：｜Ⅱ

角間

森

金谷

八幡

倉内

柳HI

mn

上｜兇1

下関

,;i

戸数

1－311

36

60

47

318

貝ワ
匙ノ1

70

69

11

99

65

51

131

83

72

2,510

社

21

1

2

3

10

3

6

4

ｑ
〕

ワ
ー

'7
I

3

Ｑ
〉

5

6

90

％

1．6

2．8

3－3

6．4

3．2

5．3

8．6

5．8

7 3

『
１
４

７
，

10.8

5．9

6．9

6.0

8.3

3.6



祷政後Jffl-明治前期における雄勝郡の産業構造

表で文政12年(1829)雄勝机Iﾉq馬音内助lil"l村の一村収

支をみ､ようo当村は山麓にあり，前に糸たように，鹿

野畠・養壷をもつ村である。収入面で米が49%-IIIの

収入14%・養亜11%-商人手間24%であって，I汁49%

となる。商人手間の中には,H4の物産服'ﾉI.;その他が含

まれる。このように養盗等の産業が村の収入として定

着していることは，第23表とつなげて考えたとき肯定

できる。

これを今まで分析した雌勝郡を念頭にicvくil'f,滞政

期における「第二の土地州発」といえる。秋川藩前}ﾛl

は，田畠造成の新田開発すなわち，第一の土地開発で

あったが，藩政後期は石間冊(Iに現Hillされない地域にお

いて，商lll'l作物＝物産が生産されるという第一と異な

る体質が生れている。これが，沢||の班富な労働力を

駆使する場合，新しい生産の母胎になりうることはr

想できる。

②非石高地域の原型

山の生業に月を向けるとき，すでに第16炎～23表で

みたように多彩な生業がある。とくに，川向村の椀木

・畠等付の'隣・役内村の鍬台そしてカエシギ・'Ⅱ代村

と三仙道村瞬ﾉﾄ沢村の戸障子はそれぞれの樹木を生か

した細工物であって，明治18年1885'には特産とな

っている。また，鹿野畠についても第1表～10表で取

り上げた。勝政則については，宝永3年(1706)m

火‘暁禁止28」の法令をはじめ，いくつかみられるが，

現在のところ法令の上で確認できるのは，文政8年

(1825:2月の「六郎付々 野火,焼御停I止之]l3S」の中

に「かのrきり」がみられるの匙である。また,地域で

の資料は享保8年（1723）平鹿郡平ノ沢「11上!I｝30)」

に「此度当所石ぐたIll江大平̂ *I(I(候故御披露仕候二

i､t御尋之通御溶巾上候」とあるが，藩政)りlにおいては

初期より存在すると思われるので，発眺!|したい。

また，爪徳5年(1715)雌勝部飯沢村の「万諸I'l皆

納割3')」があるが，蔵向iii-総I誘割1．人('(ilがあって，

圧倒的に人荊が多い。また，寛政7年(1795)mmu

下仙道村では「家役」があって，家役42-、ド役12軒

．÷役2軒となって，一応所持高と一致するが32>，そ

れの象でない要素も考えられる。これらをゑると，イi

高制では処即できないi川越を含んでいる。
やLろ

つぎに信仰|兇l係を第29炎は雄勝#|外l々 の「社」数を

旧親郷別に炎わしたものである。郡で(illド|葛あるが，

戸数との比率の高い旧糾郷は，西馬音内＃Iil"lの13%-

ついでjII､ド内12.7%-枇功Ii6.6%・西馬音内前郷山田

6.2％・稲庭4.6％・湯沢3．6％となっており,Ui間部

の比率は尚い・個別村をみると，西馬音内前郷管内の

糠塚（33.3％）・大戸（20.8％）のように平野部でも

比率の尚L､村があるが,Iﾉq馬音内堀I"l管内の水沢52

.6％）・柳体28.1%i・上到米(21.7%)・田代21

．7％）とHi間部が高い。また，狙半内管|ﾉ1のIll子内よ

りの奥沢IIも低L､比率ではない。これらは小社（洞）

が多いと恩ｵうれるが，安政6年（1859）「雄勝祁下仙

道村絵Ⅸ]33)」には23社みられるし，現地調代では25社

確認できた。ここは，総社八幡宮を中心に，｜||神4．

才のI-稲荷・薬師・不助その他が存する。これから

の問題として信仰の形態とﾉlI活の関連を追求する必要

を感じている。

以上のように，非石尚｣山城の生業・生活・信仰そし

て発想の多様性等を追求して，その原型を見定めるこ

とが大きな課題である。

註

11「杖|Ⅱ藤におけるハ郷'淵人の生成と発展」（『雌史』
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